






















ではなく ｢情｣ ｢意｣ も入ったより包括的な
視点である｡ 分析にあたっては､ 学習要素の




























































































































































































































集め､ 署名運動を開始した｡ その結果､ わず
か 3ヶ月間で 4595通もの署名が集まり､ ……








動などの 『情』 と､ 意図・意思といった 『意』
が表出・共有され､ それらが影響力のある他
者によって認知され正当性を確保することで､
贈答的な知の連結がより起こりやすくなる｣
と述べ､ こうしたいわばバーチャルなコミュ
ニティを通じてのラーニングの可能性を探ろ
うとしている｡ ｢ホテル・ルワンダ｣ のケー
スは､ ｢影響力のある他者による正当性の付
与､ 活動プロセスと成果の可視化､ コンセン
サスの幻想への対処がコミュニティ・ラーニ
ングを促進するうえでのポイントとなった｡
とくに､ コンセンサスの幻想という罠に対し
ては､ 中程度の紐帯を保持している人びとと
理に適った説明者の存在がひとつの鍵になる
という示唆が得られた｣ とされる｡
ここには逆説もある｡ 有用な知はリアルで
はなくこうしたバーチャルなコミュニティか
ら持たらされる可能性や､ バーチャルな意は
影響のある人たちのリアルな参加によって強
められるといった面などがこの事例であろう｡
地域社会という顔の見えるコミュニティがい
ろいろな面で分断されてきた現状で､ 顔の知
らない人たちを結びつけ､ 有用な知が形成さ
れ､ それが情を構築し､ やがて意を作り出す
ことのできるネットコミュニティは同時に顔
の見えないある種の怖さをもっていることは､
ネット犯罪の増加などにも表れている｡ これ
を避けるやり方がミクシィのように顔のみえ
る形での参加方法が一つではあるが､ 同時に
そこにもある種の限界があるであろう｡ ネッ
ト社会は､ 従来とは異なる組織を作り出し､
ネットによる共同知の構築という組織学習の
あり方を着実に進化させている｡ 涌田のホテ
ル・ルワンダ分析は映画公開運動という面に
限っているが､ それは同時に政治のあり方な
ど顔の見えない大衆―不特定多数という意味
で―参加の ｢ファシズム｣ 的な暴走などにつ
いても検討を迫っているという念を強く抱い
たのは､ わたしだけだろうか｡
冒頭にも述べたように､ 組織における学習
のあり方も含め､ その有効性に直目した本書
は確かにこれからの知のあり方について大き
な示唆を与えているが､ 同時にその負のあり
方についてはいくつかの問題提起に留まって
いるのは残念だ｡ 正の効用はつねに負の効用
でかき消されるものであり､ そのバランスを
正の拡大によってはかるのか､ あるいは､ 負
を縮小させることではかるのか｡ とりわけ､
ネットコミュニティについては妥当する｡
組織学習論を取り上げた本書は営利組織で
ある企業だけではなくNPOを取り上げ､ 広
く組織における学習のあり方を分析対象とし
た以上､ 組織と社会の関係そのものの考察を
不可避とさせている｡ 執筆者たちのつぎなる
研究課題は間違いもなくこれに関する領域で
はないだろうか｡
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